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自主財源
43.2％

依存財源
56.8％

市税
74億5655万円
（31.4％）

諸収入
7億396万円
（3.0％）

繰越金
9億9430万円
（4.2％）

その他
11億84万円
（4.6％）

地方交付税
63億6390万円
（26.8％）

国庫支出金
20億2399万円
（8.5％）

市債
19億630万円
（8.0％）

その他
31億8581万円
（13.5％） 歳入

歳出
使ったお金

入ってきたお金

民生費
52億3753万円
（22.7％）

総務費
31億3041万円
（13.6％）

土木費
30億6604万円
（13.3％）公債費

30億6105万円
（13.3％）

教育費
29億2474万円
（12.7％）

衛生費
22億2467万円
（9.6％）

農林業費
13億203万円
（5.6％）

消防費
9億8149万円
（4.2％）

商工費
7億6350万円
（3.3％）

議会費
2億4806万円
（1.1％）

その他
1億2917万円
（0.6％）

し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
平
成
１７
年
度
の
決
算
と
比
較
す

る
と
、
清
音
神
在
本
線
改
良
事
業
や
清
音
駅
東

地
区
整
備
事
業
な
ど
の
合
併
特
例
債
事
業
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
や
、
昭
和
中
学
校

屋
内
運
動
場
の
改
築
事
業
な
ど
が
あ
り
、
投
資

的
経
費
（
道
路
や
学
校
と
い
っ
た
公
共
施
設
の

建
設
な
ど
の
経
費
）
が
８
億
３
８
０
８
万
円
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
大
型
事
業
に
関
連
し
た
市
債

の
償
還
（
返
済
）
で
あ
る
公
債
費
も
１
億
４
３
５

５
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
人
件
費
は

２
億
６
７
４
６
万
円
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
は
２
億
３
４
２
７
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
減
っ
て

い
ま
す
。

▼
今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

市
債
の
残
高
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

引
き
続
き
償
還
に
よ
る
負
担
が
高
水
準
で
続
き

ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
保
護
な
ど
社
会
保
障
の

経
費
で
あ
る
扶
助
費
な
ど
の
増
加
も
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
総
社
市
で
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

「
第
一
次
総
社
市
総
合
計
画
」
を
着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
、
一
層
の
行
政
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
事
業
の
抑
制
と
重
点
化
、
自
主
財

源
の
積
極
的
な
確
保
、
市
債
の
適
正
な
管
理
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
行
政
と
民
間
の
役
割

分
担
の
明
確
化
な
ど
に
よ
り
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

会　 計 名 歳　入 歳　出 差　引
●一般会計 2,373,565 2,306,869 66,696
●特別会計

国民健康保険 584,511 521,947 62,564
老人保健 622,654 614,432 8,222
介護保険 371,192 350,130 21,062
農業集落排水事業費 73,318 72,897 421
国民宿舎事業費 88,243 84,555 3,688
総社駅南地区土地区画整理事業費 96,340 88,312 8,028
公共下水道事業費 271,938 271,880 58
合　　　　計 2,108,196 2,004,153 104,043

●公営企業会計
水道事業 90,523 94,614 －4,091
工業用水道事業 4,971 2,958 2,013

◆各会計の決算状況 （単位：万円）

21.5％

351億4818万円

一一
般般
会会
計計
はは
約約
５５
億億
円円
のの
黒黒
字字

〜
合
併
特
例
債
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
〜

公営企業と特別会計の公債費への一般会計からの繰出

金や、一部事務組合の公債費への負担金、数年度にまた

がって行われる事業の支出のうち公債費に準ずるものな

どの総額が一般財源に占める割合。前年度は18.4％。

18％以上の団体は、地方債の発行に国の許可が必要。

実質公債費比率

市債の残高

市の借金の残高。前年度は354

億5129万円。

97.5％
経常収支比率

財政構造の弾力性を判断する指標。比率が低いほど

弾力性が大きいことを示す。すなわち、人件費・扶助

費・公債費などの経常的経費に、市税や普通交付税な

どを中心とする経常的な一般財源がどの程度充当され

ているかを表す比率。前年度は、96.2％。

◆ミニ特集◆

井山公衆便所。宝福寺への観光客の利便
性の向上を目的に整備。3381万円

ごみ収集有料化に1274万円。ごみの減量化
に向けた取り組み

情
報
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
倉
敷
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
エ
リ
ア
拡
張
な
ど
に
１
億
３
３

２
万
円
。
写
真
は
、
倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

13
チ
ャ
ン
ネ
ル
用
の
放
送
機
器

雪舟没後500年顕彰事業に261
万円。啓発事業やDVD、パン
フレットなどにより、「雪舟の
生まれたまち・総社」をアピー
ルした

【用語の解説】地方交付税 一定の行政サービスが受けられるよう国から配分されるお金
国庫支出金 国からの委託金や補助金、負担金など
市債 市の借入金。歳出の公債費は、その返済に充てるお金

●平成１８年度決算の一般会計の歳入と歳出

平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
２
３
７

億
３
５
６
５
万
円
、
歳
出
は
２
３
０
億
６
８
６

９
万
円
で
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
額
は
６
億
６
６
９
６
万
円
で
す
。
こ
の
内
、

平
成
１８
年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業
の
費

用
は
平
成
１９
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
財
源
を
差
し
引
い
た
額
は
、
４
億
９
１
８
３

万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
平
成
１７
年
度
の
決
算
に
比
べ
、

市
税
が
２
億
５
５
４
４
万
円
、
地
方
譲
与
税
が

２
億
７
４
７
７
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
１
億
５

９
３
８
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
国
の
三
位
一
体
改

革
に
伴
い
、
１
億
５
２
４
９
万
円
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
税
な
ど
市
独
自
で
ま
か
な
う
こ

と
の
で
き
る
自
主
財
源
は
、
全
体
の
４３
・
２
％

で
、
残
り
は
、
地
方
交
付
税
や
国
、
県
の
補
助

金
や
市
債
（
市
の
借
入
金
）
な
ど
の
財
源
に
依
存

昭
和
中
学
校
の
体
育
館
の
整
備
に
、
２
億

７
７
２
７
万
円
（
平
成
１８
年
度
分
は
１
億

７
７
３
９
万
円
）




